報道各位 殿

文京区だけで、なぜ都市計画法で設置されている40余年の歴史ある都市公園が、

次々に廃止されるのか、　　ぜひ、下記の説明会にご来場ください

新大塚公園を守る会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　岡野　薫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112-0012文京区大塚2-1-12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

URL:http://sakura.web5.jp/
	　　　　第五中学校・第七中学校統合計画案説明会

日時　　　　　　　　　4月27日(木)午後６時30分～8時30分

場所　　アカデミー茗台(区立茗台中学校に併設)

　　　　　　　　春日通り小石川4丁目バス停近く

主催　　文京区教育委員会


この統合計画は　

①統合対象２校の敷地以外に建設用地を求める　

②建設用地を統合の対象となる中学からわずか70ｍ離れた、きわめて区民の利用率の高い公園(5,728㎡)を取り壊してつくることに決めた

以上2点、今までの統廃合の姿と違います。この区民感覚と大きく違った計画にもかかわらず

③平成21年度の開校を決めた形で地域説明会を続けていること

④学校統合の説明だけが先行し、公園廃止の説明が地域社会に一切、なされずに進められてきたこと　教育の場の陰に地域社会が放置されていました。

この経過の中で

文京区では公園が遊休区有地のごとく扱われていること。これが認められるなら、その影響は文京区だけにとどまらない問題を含んでいることをお伝えします。

公園を廃止することが安易に行われているのは、都内では文京区だけです。(守る会調べ)

都内、他区では、公園の一部廃止(全面廃止はありません)はすべて公園の改善、利用者の便宜向上のための改装と道路拡幅の際に行われています。一方の文京区では小学校の隣接公園(新花公園3,000㎡)が湯島小学校体育館建設のために全面廃止され、都市公園法で規定されている代替公園を1000㎡、湯島小学校前に造り、残りの2000㎡を直線距離で7キロ離れた、目白台の傾斜地に充当し関口台公園(利用率極めて低い)として開設した様に、住民、環境軽視の行政姿勢があります。（都市公園の廃止に関しては国土交通省の都市公園法運用指針11ｐをご参照ください）

そして今回の新大塚公園も代替公園を700mはなれた第5中学校跡地に建設するとしていますが、そこは傾斜地に位置し、アクセスも急な坂が多く、現在のバリアフリーでアクセスも容易な新大塚公園の代替公園とはなりえません。

また現在、文京区では御茶ノ水の神田川を見下ろす元町公園(3519㎡)が体育館建設のために廃止され新設の体育館の裏(北側)に移設される計画も持ち上がっています。この廃止理由は元町公園の傾斜地の利便性が悪いためバリアフリーの立地を求めるためとコメントしています。(東京新聞4月19日夕刊1面トップ参照を参照ください)。

追記　　27日の説明会開催に関して、教育委員会は周辺小・中学校を通してその父兄に統合校の建設計画の図面を添付して書面配布していますが、一般地域住民に関しては各町会長に開催通知が送られているだけで、説明会の周知は町会長の判断にゆだねられているのが実態です。

また、新大塚公園廃止に反対する署名は13,390を区長に提出し、第二次署名集計(4月末日)を加算すると、総数は15,000を超えることをお伝えします。

